
ギカイのひろば Vol.216ギカイのひろば Vol.216 1011

どうする子供の居場所づくり

移動児童館事業の充実、
既存施設の活用で進めざるを得ない

髙水　永雄　議員（自民新政会）

質
問　

瑞
穂
町
消
防
団
の

組
織
等
に
関
す
る
規
則
は
、

消
防
組
織
法（
昭
和
22
年
）

第
18
条
第
２
項
の
規
定
に

基
づ
き
昭
和
22
年
11
月
、

４
分
団
４
地
区
と
定
め
創

設
し
た
。
そ
の
後
昭
和
33

年
10
月
、
合
併
に
よ
り
元

狭
山
地
区
を
第
５
分
団
と

し
て
設
置
し
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
（
昭
和
52
年
３

月
31
日
規
則
第
３
号
）。

約
70
年
前
、
約
40
年
前
と

道
路
環
境
の
変
化
、
各
地

区
世
帯
数
・
人
口
の
変
動

等
も
考
え
、
各
分
団
の
担

当
地
区
を
見
直
す
時
期
と

考
え
る
が
、
町
長
の
所
見

を
伺
う
。

町
長　

各
分
団
は
災
害
発

生
時
お
よ
び
平
時
の
活
動

な
ど
で
、
福
生
消
防
署
と

連
携
し
て
消
防
力
の
空
白

地
域
が
発
生
し
な
い
よ
う

配
置
さ
れ
て
い
る
。
現
時

点
で
見
直
し
を
図
る
必
要

は
な
い
と
考
え
る
。

　

現
在
、
消
防
団
の
機
能

強
化
と
し
て
、
次
期
改
選

期
に
向
け
て
、
女
性
消
防

団
員
制
度
の
導
入
準
備
や
、

消
防
ポ
ン
プ
車
の
更
新
に

着
手
し
て
い
る
。
都
も
装

備
充
実
強
化
を
進
め
て
い

る
こ
と
を
含
め
、
町
と
し

て
も
、
消
防
団
や
福
生
消

防
署
の
意
見
を
拝
聴
し
、

地
域
消
防
力
の
さ
ら
な
る

充
実
強
化
に
努
め
る
。

瑞
穂
町
消
防
団
各
分
団
の

担
当
地
区
の
見
直
し
を

現
時
点
で
見
直
し
を
図
る

必
要
は
な
い
と
考
え
る

石
川　

修　

議
員
（
自
民
新
政
会
）

町長

質
問　

日
本
の
子
供
の
数

が
37
年
連
続
で
減
少
し
て

い
る
。
町
で
も
14
歳
以
下

の
子
供
が
10
年
間
で
約
１
，

１
０
０
人
減
少
し
て
お
り
、

将
来
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

次
代
を
担
う
貴
重
な
子
供

た
ち
の
た
め
、
一
人
で
も

多
く
健
全
育
成
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
さ
ら
に
充
実

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
現
状
で
の

核
家
族
化
の
増
加
等
を
考

え
る
と
異
世
代
交
流
が
で

き
る
瑞
穂
町
な
ら
で
は
の
、

子
供
の
居
場
所
づ
く
り
が

急
務
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
町
長
・
教
育
長
の
所

見
を
伺
う
。

町
長　

新
た
な
児
童
館
建

設
を
望
む
声
も
あ
る
が
、

現
状
で
は
、
移
動
児
童
館

事
業
を
充
実
さ
せ
、
既
存

の
施
設
を
活
用
し
た
子
供

の
居
場
所
づ
く
り
を
進
め

ざ
る
を
得
な
い
。
保
護
者
、

企
業
、
地
域
が
家
庭
機
能

を
と
も
に
補
完
し
合
わ
な

い
限
り
、
家
庭
ご
と
に
異

な
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
の

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
子
供
た
ち
が

安
全
で
安
心
で
き
る
居
場

所
づ
く
り
に
努
め
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
、
行
政
な
ど
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

の
協
働
を
目
指
し
て
い
く
。

1月に行われた文化財防火デーに伴う消防演習（狭山神社）

町
長

質
問　

４
月
３
日
、
米
軍

と
防
衛
相
は
、
特
殊
作
戦

機
Ｃ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ

の
横
田
基
地
へ
の
配
備
を

前
倒
し
で
今
年
の
夏
頃
に

５
機
配
備
す
る
と
突
然
発

表
し
た
。
こ
の
オ
ス
プ
レ

イ
は
、
何
度
も
墜
落
事
故

を
起
こ
し
、
事
故
率
は
普

段
飛
ん
で
い
る
Ｃ

－

130
輸

送
機
の
５
倍
、
世
界
で
最

も
危
険
な
軍
用
機
の
一
つ

で
あ
る
。 

　

人
口
密
集
地
の
基
地
へ

の
配
備
や
訓
練
は
到
底
許

さ
れ
ず
、
横
田
基
地
へ
の

配
備
撤
回
を
国
に
求
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長

の
所
見
を
伺
う
。

町
長　

オ
ス
プ
レ
の
配
備

は
、
延
期
さ
れ
た
後
、
再

度
変
更
さ
れ
た
。
国
の
責

任
に
お
い
て
十
分
な
説
明

責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、

航
空
機
運
用
に
関
す
る
安

全
対
策
の
徹
底
と
環
境
へ

の
配
慮
の
、
よ
り
詳
細
な

情
報
提
供
を
求
め
て
い
る
。

今
後
も
、
都
お
よ
び
基
地

周
辺
自
治
体
と
一
丸
と
な

っ
て
対
応
を
進
め
る
。　

　

ま
た
、
安
全
保
障
の
体

系
で
、
戦
後
70

年
以
上
に
わ
た

り
、
基
地
運
用

は
国
の
専
管
事

項
で
あ
り
、
国

防
の
問
題
に
賛

否
を
唱
え
る
立

場
に
な
い
考
え

は
変
わ
ら
な
い
。

引
き
続
き
、
町

民
の
安
全
と
良

好
な
生
活
環
境

の
確
保
を
国
に

求
め
て
い
く
。

オ
ス
プ
レ
イ
横
田
基
地
配
備
撤
回
へ
の

取
り
組
み
を

町
民
の
安
全
と
良
好
な
生
活
環
境
の

確
保
を
国
に
求
め
て
い
く

大
坪　

国
広　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

町
長

「子ども食堂」への支援について問う

支援できることもあると思う

小川　龍美　議員（公明党）

町長

質
問　

近
年
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
無
料
や
低
額

で
食
事
を
提
供
す
る
「
子

ど
も
食
堂
」
が
全
国
的
に

増
え
て
い
る
。
我
が
町
で

も
、
４
月
か
ら
自
主
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
子
ど
も
食
堂

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
運

営
に
は
場
所
や
食

材
の
確
保
、
調
理

や
配
膳
を
す
る
人

な
ど
が
必
要
と
な

り
、
現
在
は
寄
付

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
賄
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

安
定
的
か
つ
発
展

的
に
続
け
て
い
く

に
は
官
民
挙
げ
て

の
取
り
込
み
が
必

要
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
町
は
ど
の

よ
う
な
支
援
が
で

き
る
の
か
、
町
長

の
所
見
を
伺
う
。

町
長　

子
ど
も
食

堂
は
、
大
変
す
ば

ら
し
い
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
だ
と
思
っ
て
い

る
。
町
と
し
て
は
、
特
に

継
続
性
、
公
平
性
と
自
主

性
が
確
保
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
衛
生
面
や
食
材
の

安
定
供
給
の
相
談
、
町
施

設
の
利
用
な
ど
、
支
援
で

き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
町
で
は
子
供
だ
け

で
は
な
く
、
高
齢
者
の
孤

食
解
消
も
課
題
と
し
て
お

り
、
行
政
自
身
が
乗
り
出

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
も

思
っ
て
い
る
。
充
分
な
準

備
を
整
え
、
提
案
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
町
側
か

ら
提
案
し
た
い
。

子ども食堂で提供された食事

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

「
西
多
摩
郡
」
呼
称

の
廃
止
を

町
長　

他
町
村
に
同
意

を
得
ら
れ
る
よ
う
進
め

て
い
く
。

4月に横田基地に飛来したCV-22オスプレイ

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

自
殺
防
止
に
S
N
S

の
活
用
を

町
長　

国
や
都
の
相
談

機
関
と
連
携
し
、
適
切

な
支
援
に
つ
な
が
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「寄り合いハウスいこい」に立ち寄った子供たち


